
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行令の一部を改正する 

政令の概要 

 

１．改正の背景 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年法律第75号。

以下「法」という。）では、我が国において絶滅のおそれのある野生動植物の種（亜

種又は変種を含む。以下同じ。）を国内希少野生動植物種として定め、その捕獲、譲

渡し等を禁止することにより種の保存を図っている。 

国内希少野生動植物種の指定対象種は絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存

に関する法律施行令（平成５年政令第 17 号。以下「施行令」という。）に規定され

ており、国内希少野生動植物種の選定に係る実態調査を環境省において実施し、そ

の個体数が著しく減少しているなどの基準に該当したもののうち、種の存続の困難

さによる視点、施策効果による視点等も加味して候補種を選定し、近年年間 30～60

種程度の国内希少野生動植物の指定を進めてきたところ。 

今般、上述の実態調査等により Onychodactylus pyrrhonotus （ホムラハコネサ

ンショウウオ）等の 15 種について、個体数、分布その他の必要な生息・生育情報が

得られ、その保存を図る必要があると認められることから、新たに国内希少野生動

植物種として追加する必要がある。 

 

 

２．改正の概要 

国内希少野生動植物種の追加（施行令第２条第２号及び第３号、別表第１の表２、

別表第３、別表第４関係） 

施行令第２条第２号及び第３号、別表第１の表２、別表第３及び別表第４を

改正し、国内希少野生動植物種として 15 種を追加し、このうち特定第一種国内

希少野生動植物種として１種を、特定第二種国内希少野生動植物種として９種

を、捕獲等の規制を適用する卵及び種子として６種の卵及び種子をそれぞれ指

定する。（今回指定する種の一覧は別紙１参照。） 

 

 

 



 

※１ 両生綱並びに昆虫綱チョウ目で、今回新たに国内希少野生動植物種として追加する必要が

あるもののうち、その卵を指定する必要がある種については、施行令第２条第２号ロにお

いて、既に鳥綱、爬虫綱、両生綱、昆虫綱チョウ目として一括指定されていることから、

条文の改正は不要。 

※２ 特定第一種については別表第三に記載。 

※３ 特定第二種については別表第四に記載。 

 

表　今回指定する国内希少野生動植物種一覧（別表第１の表２関係）
綱名 目 卵・種子の指定 特定第一種 特定第二種

さんしょううお科

有尾目 1） Onychodactylus pyrrhonotus （ ホムラハコネサンショウウオ ） ●※1 ●※3

げんごろう科

コウチュウ目 2） Cybister chinensis （ ゲンゴロウ ） ● ●※3

コウチュウ目 3） Cybister rugosus （ ヒメフチトリゲンゴロウ ） ● ●※3

コウチュウ目 4） Dytiscus marginalis czerskii （ エゾゲンゴロウモドキ ） ●※3

コウチュウ目 5） Graphoderus adamsii （ マルガタゲンゴロウ ） ●※3

コウチュウ目 6） Hydaticus pacificus conspersus （ オオイチモンジシマゲンゴロウ ） ●※3

コウチュウ目 7） Prodaticus vittatus （ オキナワスジゲンゴロウ ） ●※3

こばんむし科

カメムシ目 8） Ilyocoris cimicoides exclamationis （ コバンムシ ） ● ●※3

たてはちょう科

チョウ目 9） Melitaea ambigua niphona （ コヒョウモンモドキ ） ●※1

あじあざりがに科

10） Cambaroides japonicus （ ニホンザリガニ ） ●※3

なでしこ科

11） Silene uralensis （ タカネマンテマ ） ● ●※2

りんどう科

12） Comastoma pulmonarium subsp. sectum （ サンプクリンドウ ）

13） Lomatogonium carinthiacum （ ヒメセンブリ ）

うらぼし科

14） Lepisorus clathratus （ トヨグチウラボシ ）

ゆきのした科

15） Astilbe tsushimensis （ ツシマアカショウマ ）

植物界

種名

両生綱

軟甲綱

昆虫綱

十脚目

（別紙１） 


